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行 政 視 察 報 告 書

令和 6年 2月  20日

長浜市議会議長 様

長浜市議会議員   加納

私が出席 した次の行政視察の結果について報告 します。

1.視察等名  長崎県雲イ11市 。長崎市・諫早市 行政視察

2.視察期間  令和 今年 1月 31日 (水)走  2月 2日 (全 )

3.視察場所及び目的

① 長崎県雲仙市 雲仙市役所

・定住促進対策事業について

② 長崎県長崎市 長崎市役所
。地域包括ケアシステムについて

③ 長崎県長崎市 長崎みなとメデイカルセンター

・地方独立行政法人方式について

④ 長崎県蔀早市 諫早市役所

・地域医療と入退院支援連携ガイ ドブックについて

。地域包括ケアの推進体制について

4.調査内容感想等

・視察の目的   ‐

① 長崎県雲仙市 雲仙市役所 1定住促進対策事業について

。視察の内容

嚢れII市役所人ロビジョンル 1夕 て、 2050年とことま 23.609 人>雑言十、 20%年

墓之
||

記

とすナ営産 :確船 入 El 歩 蓼 狂 入 口が 卜周 ム 予 潟||で ふ り、 人 溝 ′J′ヽ 帯 笛 臓 醒 弘X

課題である。1令和 4年から対策の効果もあり社会増を達成。

長 浜 市 、議 会

の
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移住者数は、令和 4 年で 250人を津成 し外国人の就労 目的の移住 幸ぅあるぉ

今 日まで雲仙市は、入 減 少 栞循環で就業機会 (雇口 による ) の 減少、生平舌和|

イ雨ホとの 雁 下 十イイ∬捕 臨美ザ]イ昨下 市 テfヽ /代 入日滞 ′」ゝ Irチ白苗 芳′カ、〉十 そのたあ 磁 倖 市の が

住、婚活に力 を入れ 雲仙市の移住定住支援 としては、会 店職 員狂 2人を

移住コーディネータ― として配置 したぉまたお試 し住 は、利用率 30%か

ら予約が取れない になっている∩空き家ノミンクは、リフォ―ム補助 50万円、

イ山本 工 狩 赳 痛 日h歩 ≠ 芸 IUタ ーン才 埴拿)府 日11必ゝ > して れ を 酌 匁 清 日J■ ハ

固定資産税補助、中古住宅購入補助金を実施。また仕事支援として農業研修者ヘ

の支援、認定新規就 農者支援 狩実施∩その他 の支援 として、埓学金僧濠補助金、

結婚支援金、赤ちゃん支援金等を実施。、

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

充実 した支援準備を黎える必要がある∩また、その支援 と地域の魅力を全国的

に発信しなければな
'D′

kヽ ヤ` と移住 、市住 こ繋が らオ汽`いハその め こイま惜幸浸発信 の

強化 ヰぅ併せて実施 しない とな らない と思 うハ

・視察の目的

② 長崎県長崎市 長崎市役所 :地域包括ケアシステムについて

。視察の内容

◆長崎市は、高齢化率が 34%ハ 2025年には 35%を超え 齢化率の ピー クに

オょ`るハまた市内には粧 爆 者 がお れ、募支援 要支援 2のら 1 高齢者 が夕ヵいのが特

鮎  キ陶愉 獅 妊 士 擢 ‐レ 力 _ が 20カ 百辞示 rl  頚 4日席 ノケア の 入 を両コ導學 セ｀し
―√ ス

ン

高齢 者 の 一 人墓 ら し世帯や夫婦世帯が非常 に夕ヵ ま た 認 知席高齢者が増加 しヽセ

ている。

◆地域医療 ビジ ョン 医療提供体制の変化

必要病床数の減少に伴 う入院 日数の変化、機能に応 じた診療報邸‖体制∩

◆在宅医療の状況

の イま が

少で健康寿命を延す ことが重要

◆介譜 人木/,の 不 犀

1 ヒによ の

長崎市内では、医療 福 為Lノ刀ヽ野 でイ重丸 人が最 幸、力いにヰゝかかわ らず 人材不犀ハく

◆本人が望 形態 (家屋 ) 終末期の 所 (自 宅 )

住み慣れた地域 ご したい と願 う市民に寄 り添 うために

テムの構築の必要性

長 浜 市 議 会

地域伺括 ケアシス
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◆長崎市地域包括ケア椎造協議会の設立

2部会 (医 都会・予防、生活支援部会)が存在 し地域包括ケアシス

テムの政策評価や政策提案 を行 う∩

◆長崎市まちん カ ジ (一般社団法 人長崎 医師会ラゝ ウン こ参託 )

病気や障害により療春を余儀なくされた患者やその家族が、安心 して療養 の

で よ 「 の の 「

窓 口の の イこ る

融 承 笙 の 草 当 豆 硲 28 任 か ら市 臣・ 匡 痣 や 小 整 ボ 〕沐車 となっ4 が 濤→日干台窒
サ【
~工

、イギ

み悟れた地域で安心 して擢霊ら 1ノ経常tサ ら貯化るよ う、市民か らの医療 、介諮 、福祉 の

「総合相談支援業務 |^介語 イ果除法 に基づ く 「在宅医療・ 携雑准事業 |の

生 愉 幸 ´ 逹 弔 政 基 諦 海 静 得 して 生 愉 太 Й ―

「

、ス 市 臣 お 医1痣姑 童 芽  小 :堆″淮し

事者、消防署など他職種連携の重要性や職制の講座 を実施∩

◆元気なうちから手帳

本人の選択 と本人・家族 の心構 えを形 してい くために、人生最 段 階にお け

る医療についての普及・啓発。ACP( 会議 )人生の最終段階の医療や介護 、

これか らの生き 方 を 〒 気 な うちか ら考 え 白今 の 希 望 や 生 き方について 族

な どの大切な方や、 療、介語 にかかわる方 と、あ らか じめ り返し話し合 うこ

と。

◆多機関型地域包括支援センター

′Jノ` 子高齢イ陀や単 の ↓曽加 、とll守 域 のつながりの希薄化 な どが准 み 、福祉 ニー

ズも夕多様化し、イく夏雑イLしてきている中、高齢、障害、子育て、生活困窮など多分

野、タク機 関に渡 る 分野に関連す る相談に、ワンス トップで姑応す るための相

談窓口

。行政視察の結果を本市にどのように反映 させるか

長崎市の高 ヒ率には、大変鷲いた。また長崎市の特徴である がお られ

要支援 1, 2,の高齢者が多いの幸、長崎市の特徴である。その中で市 とし

ては、長崎市 ケ ア推淮協議会 を 立 し譜 そ の 中の 2 菩Б全き ( 戻磨 介語 悼 携

都会、予防 。生活 会)で政策評価や政策提案 を行 つて

になった∩

包 括

長 浜 市 議 会

おられる とが参考
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・視察の目的

③ 長崎県長崎市 長崎みなとメディカルセンター :地方独立行政法人方式に

ついて

。視察の内容

◆大きな病院事業の赤字があり、議会から決算不認定を受 けた とがある∩

平成 19年か ら ユ 行政法人を検討 したが、議会か ら 地方独立行政法人

になれば議会との が涼くなるのではないか、という うな不安の声があ

った∩地方独立行 法 人移行 と同時に病院の建て替 えを PFI方 式で地

城に経済効果 と還 を行 う方法を検討、実行∩定款 の変更 議案 として議会に

晃出されたが、議会で否決 され名称の変更ができなかった り、建設予算が凍結

されたリハー ドルが高かったぉ政策医療である救命救急センターを開設する

ため準備 されていたが、救命救魚医の確保 に苦労 されたが、令和 2年に救命救

魚セ ンター を開設 ^
抽 方 和 立 行政法 人移行後、才く刀年店は 4 円 の 黒 車 を計 にし

たが、あくまで辛ぅ の であり 実熊ではなかっ 新 卿 コ ロ ナ ウノFル
「

黒 車

ス感染症 の交付金 に よ 20 億 円の黒字 を計上 したが、り 4 年 、 5 年 とま 20

ヤ し か ら

入 の 繰 素 が ったが tれナ 折曲ユ 行 計 渋 で 推竺スノ<Fセ ヽふ なかでは 由 坊 沐ゝ指 市

で なかっ の を 10

人事院を採用予定∩給料が低いために 員が集 ま らない∩周産期 療、医師の

確保 、長崎大学 も 理 なので序 児島市民病院にお願いをしてい る状況ぉ

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

地方独立行政法人 しての病院再編は、病院経営上や 保等 に大変厳 し

い ものがあ り、指 理者制度の導入の方が、長浜市にとって ヰぅ適切であると確

信 した。

・視察の目的

④ 長崎県諌早市 諫早市役所 :・ 地域医療 と入退院支援連携ガイ ドブックにつ

いて

。地域包括ケアの推進体制について

長 浜 市 議 会
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・視察の内容

◆諫早市における地域包括ケアの推進体制

諫早市地域包括ケア推進協議会 (16名 )医師会、自治会、通所施設運営者

で構成ハ在宅医療 。介諮悼携十′常准会議 (14名 )で入退院 樗棟携 ガイ ドブ ッ

クを作成。情報を集約、最新の情報をホ―ムページで発信∩

◆ガイ ドブ ック策 日H との チ戸1状 と誤 頴

顔の見える関係づ ぐ リハ各病 院 の 回の明確化6情報共窓 ツ ―ル の確 立 のた

めには、最低 眼の i畏隣 時 の ル ー アレづ くりが必要であり、 次 医療圏での淳携

が必要。

考 の 傍 平 成 30 仁 4 日 か ら太 粽 的 に 日 歩 開 船 六カ′る 戻 Fと日b 入 障 絡

自宅等ヘ るにあた り、医療 と が淳携 し、入院か ら の生活及び

療養を支えるために医療機 関 とケアマネージャーが確実に情 有 花 る た

めに基本的なルール をま とめた ハ

。行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

で は こ ゝ の を進めるが の

上 力式 んでいる アシステム

院支援淳携ブックの止 うオk｀ イ、の を活 用 し ベットコントロールができるのでは

オk｀ いか、慢性期 医 の 士れ域 宇結 率 を 100 %に折い状熊 に保つ ことができる一つ

の方法 として家考イこノ空つ た

長 浜 市 議 会


